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行政改革
　

行
財
政
改
革
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ

い
て
は
、
行
財
政
改
革
大
綱
策
定
中
の
昨

年
９
月　

日
発
行
の
本
紙
で
お
知
ら
せ
し

１５

ま
し
た
。
ま
た
そ
の
際
、
直
通
便
は
が
き

や
電
子
メ
ー
ル
で
行
革
に
対
す
る
意
見
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、　

人
の
皆
さ
ん
か
ら

２２

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
行

革
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
少
し

復
習
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

行
財
政
改
革
と
は
、
合
併
後
、
大
き
な

ま
ま
と
な
っ
て
い
る
市
の
予
算
額
や
職
員

数
、
公
共
施
設
数
な
ど
を
適
正
な
規
模
に

し
た
り
、
市
役
所
の
仕
事
の
仕
方
を
、
市

民
本
位
の
、
時
代
に
合
っ
た
最
も
ふ
さ
わ

し
い
も
の
に
変
え
て
い
っ
た
り
す
る
計
画

の
こ
と
で
す
。

　

市
の
平
成　

年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

１７

額
は
２
７
３
億
８
千
万
円
で
す
。
こ
れ

は
、
国
の
基
準
で
算
定
し
た
人
口
規
模
や

産
業
構
成
が
恵
那
市
と
類
似
し
た
自
治
体

（
類
似
団
体
）の
予
算
規
模
が
１
９
８
億
３

千
万
円
な
の
と
比
べ
て
み
る
と
、
１
・
３

８
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
の
職
員
数
も
、
上
下
水
道
や
病

院
事
業
な
ど
を
除
い
た
一
般
行
政
、
教

育
、
消
防
な
ど
、
普
通
会
計
と
呼
ば
れ
る

会
計
に
属
す
る
職
員
数
が
、
現
在
７
３
３

人
。
こ
れ
は
類
似
団
体
の
５
７
８
人
や
、

合
併
前
の
中
津
川
市
を
基
準
に
、
人
口
数

で
補
正
し
た
５
４
５
人
と
い
う
数
字
と
比

べ
て
も
、
や
は
り
大
き
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
市
の
い
わ
ゆ
る
公
の
施
設
は
、
４

５
８
施
設
あ
り
ま
す
。
公
共
施
設
数
は
類

似
団
体
と
の
比
較
が
難
し
く
、
単
純
に
多

行
財
政
改
革
の
進
め
方
決
ま
る

　
「
経
営
」
と
「
協
働
」
の
考
え
方
で
、
市
政
の
改
革
を
…
。
市
長
が
、
行
財
政
改
革

審
議
会
に
諮
問
し
て
い
た
行
財
政
改
革
大
綱
が
、
１
月　

日
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

２６

　

年
度
か
ら
は
、
こ
の
大
綱
と
、
併
せ
て
策
定
さ
れ
た
行
財
政
改
革
行
動
計
画
に

１８沿
っ
て
、
市
役
所
の
仕
事
の
仕
方
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
大
綱
と
行
動
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
治
体
規
模
を
適
正
化

 　
　
　
　
　
　

―
な
ぜ
行
革
か
―

①地域自治区＝市町村内の一定の区域（旧町村など）を単位として、市町村の判断により設置することができる法人格を持たない自治組織。住民自治の強化を目的
に、改正地方自治法において創設された制度。
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▲市民ボランティアとの協働による草刈り作業（市立恵那病院）
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行政改革

い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
が
、
特
に
同
じ

機
能
や
目
的
を
持
っ
た
施
設
が
、
複
数
あ

る
こ
と
が
目
立
ち
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
合
併
直
後
の
自
治
体

は
、
行
政
体
と
し
て
の
規
模
が
適
正
規
模

と
比
べ
て
大
き
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
現
状
の
是
正
は
、
合
併
後

の
恵
那
市
が
真
っ
先
に
取
り
組
む
べ
き
緊

急
の
課
題
で
す
。

　

一
方
、
合
併
に
当
た
っ
て
調
整
さ
れ
た

事
務
事
業
や
制
度
の
違
い
な
ど
の
う
ち
、

ま
だ
調
整
が
完
了
し
て
い
な
い
課
題
が
あ

り
ま
す
。
上
・
下
水
道
料
金
の
調
整
、
使

用
料
や
手
数
料
の
統
一
、
補
助
金
・
交
付

金
の
適
正
化
、
職
員
給
与
の
適
正
化
な
ど

で
す
。
こ
れ
ら
も
、
行
財
政
改
革
で
取
り

組
む
べ
き
課
題
で
す
。
合
併
は
行
財
政
改

革
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。

　

地
方
分
権
の
時
代
に
あ
っ
て
、
こ
れ
か

ら
の
恵
那
市
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
在

り
方
は
、
市
民
が
自
ら
の
責
任
で
、
自
ら

決
定
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
自
己
責
任
・
自
己
決
定
を
基
本

に
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
も
、
末
永

く
自
治
体
と
し
て
存
続
で
き
る
よ
う
な
自

治
体
経
営
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
て
、
総
合
計
画
が
目
標
と
す
る

都
市
像
で
あ
る
「
人
・
地
域
・
自
然
が
調

和
し
た
交
流
都
市
」
を
実
現
す
る
た
め
、

市
民
が
求
め
る
負
担
と
選
択
に
基
づ
い

て
、
恵
那
市
の
特
性
を
最
大
限
に
生
か
し

た
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
行
財
政
の
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
、
こ
れ
が
恵
那
市
に
お
け
る
行
財
政

改
革
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
す
。

　

で
は
行
財
政
改
革
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
何
を
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
ず
自
治
体
と
し
て
末
永
く
存
続

で
き
る
新
し
い
行
財
政
の
仕
組
み
を
つ
く

る
た
め
に
、
市
役
所
内
部
の
仕
事
の
仕
方

を
、
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に

改
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
い
わ
ば
「
市

役
所
内
部
の
変
革
」
を
行
う
こ
と
で
す
。

こ
の
際
、
民
間
企
業
の
「
経
営
」
と
い
う

考
え
方
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
す
。
市
役
所
は
税
金
と
い
う
対
価
を
市

民
か
ら
い
た
だ
き
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
民
間
企
業
と
何

ら
変
わ
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

今
ま
で
市
役
所
を
経
営
体
と
し
て
と
ら

え
る
視
点
が
少
な
く
、
民
間
の
経
営
手
法

の
大
胆
な
導
入
が
な
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
た
め
、
効
率
的
で
健
全
な
経

営
を
進
め
る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方

や
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
向
上
に
対
す

る
意
識
が
弱
く
、
職
員
の
意
識
改
革
や
制

度
改
革
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
自
立
し
た
地
域
経
営
体
と
な
る
よ

う
、
分
権
型
社
会
に
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム

改
革
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
に
「
経
営
」
の
考
え
方
に
よ

り
、
市
民
志
向
や
成
果
志
向
な
ど
、
民
間

企
業
の
経
営
手
法
の
優
れ
た
点
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
の
視
点
に

立
っ
た
効
率
的
で
高
度
な
品
質
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
主

体
や
手
段
、
方
法
の
検
証
や
再
構
築
と
い

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、「
協
働
」
と
い
う
考
え
方
に
よ
り
「
市

役
所
と
市
民
と
の
関
係
の
変
革
」
を
行
う

こ
と
、
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

市
民
ニ
ー
ズ
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ

ル
の
も
の
が
あ
り
、
市
役
所
し
か
対
応
で

き
な
い
も
の
か
ら
、
自
治
会
や 
地 
域
自
治

①

区
内
の
市
民
団
体
、
市
民
活
動
団
体
、 
Ｎ ②

Ｐ
Ｏ
、 
公 
益
法
人
、
民
間
企
業
で
対
応
で

③

き
る
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
こ
の
よ

う
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
な
り

う
る
多
様
な
主
体
が
存
在
す
る
こ
と
を
前

提
に
、
真
に
市
役
所
で
担
う
べ
き
役
割
に

つ
い
て
見
直
し
、
整
理
を
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
合
併
に
よ
る
行
政
区
域
や
生
活
圏

域
の
拡
大
に
よ
り
、
市
民
の
連
帯
感
が
薄

れ
、
地
域
の
課
題
を
そ
の
住
民
の
協
力
に

よ
っ
て
解
決
し
て
い
く
「
地
域
力
」
が
低

下
す
る
心
配
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
地
域
に
お
け
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
は
、

市
役
所
や
振
興
事
務
所
だ
け
で
な
く
、
地

域
自
治
区
や
自
治
会
な
ど
地
域
の
主
体
が

そ
の
特
性
を
生
か
し
て
か
か
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
全
体
を
振
興
し
て
い
く
力

が
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
「
協
働
」
の
考
え
方
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
、
可
能
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
こ
と

に
よ
り
、
恵
那
市
に
ふ
さ
わ
し
い
サ
ー
ビ

ス
が
、
適
切
な
負
担
と
受
益
の
も
と
に
提

供
さ
れ
る
市
民
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
経
営
」
や
「
協
働
」
の

観
点
か
ら
、
市
役
所
内
部
の
変
革
と
、
市

役
所
と
市
民
と
の
関
係
の
変
革
を
行
う
こ

と
が
、
行
財
政
改
革
で
す
。

自
己
責
任
と
自
己
決
定

 　
　
　
　
　
　

―
行
革
の
目
標
―

市
役
所
の
内
部
を
変
革

 　
　
　
　
　
　

―
民
間
に
学
ぶ
―

市
民
と
の
関
係
を
変
革

 　
　
　
　
　
　

―
協
働
を
実
践
―

②ＮＰＯ＝ＮＰＯとは、ボランティア団体や市民活動団体などの「民間非営利組織」をいい、株式会社などの営利企業とは違って、「利益追求のためではなく、社会的な使命の実現を目指して
活動する組織や団体」のこと。社会のさまざまな課題に対して、見過ごすことができない、待ってはいられないという思いや志を持った個人が集まり、自らやるべきことを発見して行動し、
実現しようとする組織や団体のこと。③公益法人＝民法第３４条に基づいて設立される社団法人または財団法人をいう。

行 革 

経営と協働

▲企業トップを招いてのセミナーで職員の
　意識改革
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市
役
所
の
風
土
改
革
や
職
員
の
意
識
改

革
、
職
員
研
修
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
総
点

検
な
ど
を
総
合
的
に
行
い
、
市
役
所
に
来

ら
れ
る
す
べ
て
の
市
民
の
満
足
度
を
向
上

さ
せ
て
い
き
ま
す
。
市
民
満
足
度
を
測
定

す
る
た
め
、
来
庁
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
毎
年

定
期
的
に
行
っ
て
達
成
状
況
を
確
認
し
ま

す
。
こ
う
し
て
、
平
成　

年
度
の
来
庁
者

２２

の
満
足
度　
�
を
目
指
し
ま
す
。

８０

　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の
普
通
会
計

１７

（
病
院
・
上
下
水
道
事
業
会
計
な
ど
を
除
い

た
会
計
）
に
属
す
る
職
員
数　

人
を
、
平

７３３

成　

年
度
末
ま
で
に
合
併
協
定
で
定
め
ら

２２
れ
た
普
通
会
計
の
適
正
定
員　

人
に
す
る

５４５

よ
う
努
め
ま
す
。
こ
れ
は
主
に
職
員
の
新

規
採
用
抑
制
と
、 
勧 
奨
退
職
制
度
の
改
善

①

に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。
普
通
会
計
職
員
の

　

人
の
削
減
は　
�
強
の
削
減
率
で
す
。

１８８

２５

　

行
財
政
改
革
を
実
際
に
進
め
て
い
く
に
当
た
り
、
最
も
基
本
的
で
、
改
革
の
象
徴
と
な
る
５
つ
の
数
値
目
標
を
定
め
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
数
値
目
標
は
、
改
革
の
項
目
を
総
合
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
達
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
行
財
政
改
革
全

体
の
け
ん
引
車
と
な
る
も
の
で
す
。
平
成　

年
度
末
の
最
終
目
標
値
と
、
計
画
期
間
の
各
年
度
末
の
目
標
値
を
示
し
ま
す
。

２２

ま
た
６
㌻ 
か
ら
は
、
大
綱
の
６
つ
の
柱
の
考
え
方
と
行
動
計
画
の
内
容
を
示
し
ま
す
。

□アンケートによ
る来庁者満足度

満足度年度

調査検討Ｈ１８

５０％Ｈ１９

６０％Ｈ２０

７０％Ｈ２１

８０％Ｈ２２

□年度末普通会計
職員数

職員数年度

７０８人Ｈ１８

６６６人Ｈ１９

６２９人Ｈ２０

５８９人Ｈ２１

５４５人Ｈ２２

行
革
デ
ー
タ

受付窓口での市職員の対応

（１７年４月実施の市民意識調査から）

（単位：人）職員総数の状況

Ｈ１７Ｈ１６Ｈ１５Ｈ１４

９６７９９８１,０１９１,０２８　職員総数

７３３７５６７７７７７９　普通会計

５４２５６９５８６５８５一般行政

１９１１８７１９１１９４特別行政

２３４２４２２４２２４９　公営企業等会計

�定員管理調査から（教育長を除く・合併前は旧６市町村と一部事務組合の合計）「特
別行政」は教育・消防の職員数、「公営企業等会計」は病院・水道・そのほかの職員数

①勧奨退職制度＝早期退職を促すことを目的につくる制度の一つで、対象年齢と退職金の割増し率を定めておき、希望者には退職金の支給率を割増して支給する。②経常収支比率＝市税や普
通交付税など経常的な収入を、人件費や公債費など経常的な支出に充てている割合。８０�を超えると、財政的な弾力性が失われているといわれる。

▲来庁者の満足度を向上する取り組みを

つ
の
基
本
目
標
〜
行
動
計
画
〜

　
　
　
【
職
員
数
の
目
標
】

普
通
会
計
の
職
員
数

　

人
５４５

　
　
　
【
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
】

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
来
庁
者
満
足
度

　

％
８０

５
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合
併
後
の
恵
那
市
の
財
政
規
模
は
、
平

成　

年
度
当
初
予
算
額　

億
円
で
す
が
、

１７

２７４

行
財
政
改
革
に
よ
り
行
政
コ
ス
ト
縮
減
や

事
業
の
改
革
改
善
を
図
り
、
５
年
後
の
平

成　

年
度
で
は　

億
円
、　

年
後
の
平
成

２２

２４４

１０

　

年
度
で
は　

億
円
と
し
て
、
合
併
の
諸

２７

２２６

財
政
支
援
措
置
の
な
く
な
る　

年
後
の
平

１５

成　

年
度
に
は　

億
円
規
模（
適
正
規
模
）

３２

２００

の
自
治
体
を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い

５
年
後
の
目
指
す
べ
き
代
表
的
な
財
政
指

標
は
、
次
の
通
り
と
し
ま
す
。

● 
経 
常
収
支
比
率
＝　

・
８�
（
Ｈ　

決

②

９３

１６

算
）
→ 　

・
０�
を
目
標　

● 
起 
債
許
可

③

８５

制
限
比
率（
３
カ
年
平
均
）＝　

・
０�
（
Ｈ

１２

　

決
算
）
→ 　
�
台
の
堅
持

１６

１１

　

行
政
が
行
っ
て
き
た
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
、
市
民
が
参
画
す
る
多
様
な
主
体
と
と

も
に
提
供
す
る
『
協
働
』
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。
そ
の
前
提
と
し
て
行
政
の

持
つ
情
報
を
市
民
と
共
有
し
、
行
政
の
行

う
重
要
課
題
に
つ
い
て
と
も
に
考
え
て
評

価
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。
ま
た
市

民
活
動
を
支
援
す
る
専
門
的
な
担
当
部
署

の
強
化
と
、 
中 
間
支
援
組
織
に
対
す
る
支

④

援
、
市
民
活
動
団
体
の
相
互
交
流
や
支
援

の
拠
点
設
置
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
協
働
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
、
平
成　

年
度
に
は　

事
業
ほ
ど
実

２２

１０

施
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

現
在
、
公
の
施
設
と
し
て
条
例
設
置
さ

れ
て
い
る　

施
設
の
う
ち
、
平
成　

年
度

４５８

２２

ま
で
に
、　

施
設
を
目
標
に
、
指
定
管
理

１３４

者
制
度
（
公
共
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と

効
率
的
な
運
営
を
目
指
し
て
、
管
理
運
営

を
民
間
企
業
や
団
体
に
委
ね
る
新
し
い
制

度
）
に
よ
る
管
理
運
営
方
式
へ
移
行
し
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
施
設
に
つ
い
て

も
、
民
間
へ
の
管
理
移
管
や
統
廃
合
の
検

討
を
進
め
ま
す
。

□指定管理者制度
の適用予定施設数

施設数年度

８４施設Ｈ１８

３９施設Ｈ１９

５ 
施 
設

―Ｈ２０

１施設Ｈ２１

５施設Ｈ２２

□財政規模

予算規模年度

２７４億円Ｈ１７

２４４億円Ｈ２２

２２６億円Ｈ２７

２００億円Ｈ３２

□協働により行う
事業数

事業数年度

調査検討Ｈ１８

５事業Ｈ１９

７事業Ｈ２０

８事業Ｈ２１

１０事業Ｈ２２

③起債許可制限比率＝国の「地方債許可方針」で定められた地方債の許可制限に関係する指標で、標準的な財政規模に対する公債費の占める割合の過去３カ年の平均。２０�を超えると、一般
単独事業債の許可が制限される。④中間支援組織＝市役所と市民活動団体の間で双方の仲立ちを行い、協働による市民サービス実施を促す組織。恵那市では、まちづくり市民協会がその役割
を担っている。

�人口はＨ１７国勢調査速報値から

行政改革の推進

（１７年４月実施の市民意識調査から）

一般会計予算規模の比較（Ｈ 17・東濃５市）

行 革 

経営と協働

▼公共施設の指定管理者制度による効率的運営

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
施
設
運
営

　
　１３４
施設

　
　
　
【
公
の
施
設
の
目
標
】

一
般
会
計
の
財
政
規
模

　
　２４４
億円

協
働
に
よ
り
行
う
市
民
サ
ー
ビ
ス

　
　１０
事業

　
　
　
【
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
】

　
　
　
【
財
政
規
模
の
目
標
】
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市
役
所
の
組
織
全
体
が
一
丸
と
な
っ

て
、
従
来
の
職
場
風
土
を
揺
さ
ぶ
り
続

け
、
改
革
意
識
を
す
べ
て
の
職
員
に
定
着

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
改
革
に
対
す
る
強
い
動
機
付
け

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
人
事
評

価
の
定
着
で
す
。
職
員
の
仕
事
に
対
す
る

評
価
を
行
い
、
評
価
結
果
に
報
い
る
こ
と

が
、
職
員
の
自
主
性
を
育
て
、
改
革
を
推

し
進
め
る
力
強
い
動
機
と
な
り
ま
す
。

　

次
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
各
部
、
各

課
の
長
の
改
革
へ
向
け
た
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
す
。
組
織
の
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
部
課
の
使
命
や
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
遂
行

上
の
特
性
を
職
員
と
と
も
に
再
認
識
し
、

そ
の
認
識
の
上
で
行
動
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
職
員
を
強
く
リ
ー
ド

し
な
が
ら
、
自
主
性
を
育
て
て
い
く
辛
抱

強
い
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
職
員
提
案
規
程
に
定
め
ら
れ
た
職

員
提
案
制
度
を
、
実
効
あ
る
も
の
と
し
て

活
用
し
、
職
員
が
担
当
業
務
だ
け
で
な

く
、
市
政
全
体
を
見
て
改
善
す
る
力
を

養
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
あ
い
さ
つ

運
動
や
清
掃
活
動
、
交
通
安
全
活
動
な
ど

の
習
慣
化
に
よ
り
、
職
務
以
前
の
基
本
的

な
部
分
で
の
職
員
の
意
識
改
革
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

こ
う
し
た
基
本
的
な
方
向
性
の
上
で
、

「
市
民
志
向
」
や
「
成
果
志
向
」
の
視
点
、

「
協
働
」の
考
え
方
に
立
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

職
場
風
土
改
善
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

行
政
体
規
模
の
主
な
構
成
要
素
は
、
財

政
規
模
、
職
員
数
、
公
共
施
設
数
で
す
。

相
互
に
関
連
す
る
こ
れ
ら
の
各
要
素
を
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
計
画
的
に
ス
リ
ム
化
す
る

こ
と
で
、
財
政
的
に
均
衡
の
取
れ
た
存
続

可
能
な
自
治
体
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

支
出
の
抑
制
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
中
長

期
の
財
政
計
画
に
基
づ
い
て
厳
し
い
事
業

選
択
を
行
い
ま
す
。
ま
た
職
員
数
、
公
共

施
設
数
の
縮
減
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら

に
受
益
と
負
担
の
適
正
化
と
い
う
観
点
か

ら
、
補
助
金
・
負
担
金
の
適
正
化
や
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
外
部
委
託
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

収
入
増
に
つ
い
て
は
、
市
税
な
ど
の
在

り
方
の
検
討
や
収
納
率
の
向
上
、
使
用

料
・
手
数
料
の
適
正
化
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

次
に
職
員
数
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
４

㌻ 
に
記
し
た
通
り
で
す
。

　

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
受
益
と

負
担
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
、
真
に
行
政

が
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
な
の

か
、
ま
た
同
じ
用
途
の
ほ
か
の
施
設
で
代

用
で
き
な
い
の
か
、
施
設
本
来
の
役
割
を

達
成
で
き
て
い
る
の
か
な
ど
の
判
断
に
よ

り
、
公
共
施
設
の
統
廃
合
を
計
画
的
に
進

め
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
現
在
市
役
所
が
行
っ
て
い
る

す
べ
て
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
、「
計

画
・
決
定
」「
執
行
」「
評
価
」
の
サ
イ
ク

ル
で
管
理
・
評
価
す
る
行
政
評
価
に
取
り

組
み
ま
す
。

市
役
所
の
風
土
改
革
に
よ
る
職
員
の
意
識
改
革

１

持
続
可
能
な
財
政
構
造
の
確
立

■部課長などのリーダーシッ
プによる風土改革、意識改革

【概要】組織の長が業務改善や
市民サービス向上について、
繰り返し職員に働き掛けるこ
とにより、組織全体としての
改善意識や市民サービス意識
の向上を目指します。【実施時
期】毎月行われる庁議・課長会
議や朝礼・課内会議などの場を
活用し、平成１８年度からさら
に取り組みを充実します。　
■職員の基本的な部分での意
識改革活動

【概要】職場周辺の清掃活動や
交通安全活動など、職務以前
の部分で、職員の意識改革の
習慣化を図ります。【実施時
期】平成１８年度からさらに取
り組みを充実させます。
■来庁者への声掛け運動の展
開

【概要】市のすべての施設に来
られた市民に、職員からのあ
いさつを徹底します。
【実施時期】平成１８年度からす
べての施設、すべての職員で
来庁者への声掛け運動を実施
します。
■市民との協働活動の場への
職員参加奨励

【概要】ボランティア活動や地
域活動など市民との協働活動
の場へ職員が参加することを
奨励し、協働について、身を
もって学びます。【実施時期】
平成１８年度からさらに取り組
みを充実します。
・課ごとのテーマ設定による

　改革運動の実施

・職員の自発的な勉強会や自

　己研修の奨励

・職員提案制度の改善

・内部情報システムを活用し

　た苦情・失敗データベース

　の構築

行動計画の実施事項 特別

7　2006.2.1

■選挙投票区の見直し

【概要】現行の投票区を見直し、投
票所数の統廃合を図ります。【実
施時期】平成１８年度に現行の投票
区を見直し、平成１９年度以降に執
行予定の選挙から統廃合を実施で
きるようにします。
■都市計画税の在り方の検討

【概要】都市計画税の税率と課税範
囲の在り方などをさまざまな角度
から検討し、公平性を確保できる
税体制を目指します。【実施時期】
平成１８年度からプロジェクト
チームを立ち上げ、都市計画税の
在り方について検討します。
・公の施設の廃止

・庁舎空き部屋の有効活用

・恵那市公共工事コスト縮減対策

　に関する新計画の推進強化

・居宅介護支援事業所の民間移譲

・ＣＡＴＶなど管理運営の外部委

　託

・庁舎経費の削減

・内部事務処理の効率化

・市債の繰り上げ償還の実施

・個人負担金などの見直し

・総合計画体系別予算の策定

・包括予算制度の検討

・市税などの収納率の向上

・外郭団体の統合による管理部門

　の経費削減

・行政評価制度の構築

・企業会計方式を導入したバラン

　スシート（貸借対照表）の作成

・特別会計における複式簿記化の

　検討

・公営企業会計などの職員数の適

　正化

・歳計現金と基金の有効活用

・公営企業の料金収納率の向上

・上水道・簡易水道有収率の向上

・下水道処理区域内の水洗化率の

　向上

・介護老人保健施設稼働率の向上

・病院病床稼働率の向上

・病院・診療所来患者数の拡大

■ごみ収集車の集中管理によるコ
スト（費用）縮減

【概要】現在の旧恵南地域における
ごみ収集車は、各振興事務所を帰
発着しており、無駄が生じていま
す。ごみ収集車を恵南クリーンセ
ンター「あおぞら」に集約し、集
中管理によるコストの縮減を図り
ます。【実施時期】平成１８年度か
ら実施します。
■し尿収集業務の民間委託による
コスト縮減

【概要】現在、市の直営で行ってい
る旧恵南地域のし尿収集業務を民
間に委託し、運営の合理化を図り
ます。【実施時期】平成１８年度か
ら実施します。
■使用料・手数料の見直し

【概要】使用料・手数料の設定に際
しては、受益と市民負担に配慮
し、負担の公平性の原則や近隣市
との比較から、見直しを行いま
す。【実施時期】平成１８年度に調
整して、平成１９年度から順次見直
します。
■補助金・負担金の適正化

【概要】ヒヤリング結果に基づき、
平成１７年度予算に計上した補助
金・負担金の総額抑制を行いつつ、
毎年すべての補助金・負担金につ
いて改革・改善をし、適正化を図
ります。【実施時期】平成１８年度
から随時適正化を図ります。
■各種審議会・委員会委員報酬の
見直し

【概要】各種審議会・委員会委員報
酬については、開催の実態や市民
との協働のまちづくりを推進する
観点から、現行の報酬について見
直しを行います。【実施時期】平成
１８年度から随時見直します。
■時間外勤務手当の縮減

【概要】内部事務処理の効率化によ
り、時間外勤務手当の縮減を図り
ます。【実施時期】平成１８年度か
ら順次行います。

■保育園の統廃合

【概要】武並保育園と藤へき地保育
園の統廃合を行い、運営経費の効
率化を図ります。【実施時期】平成
１９年度の予定で統合保育園を建設
し、平成２０年度の予定で統合を行
います。
■給食センターおよび共同調理場
の統廃合

【概要】給食センターの給食調理数
の余裕分を活用して施設の統廃合
を行い、運営経費の効率化を図り
ます。【実施時期】平成１８年度に
施設の統廃合について検討し、平
成１９年度を目標に２施設の統合
を行います。
■リサイクルセンターの統廃合

【概要】恵那市リサイクルセンター
と恵那市恵南クリーンセンターあ
おぞら内のリサイクルプラザの統
廃合を検討して、管理運営経費の
効率化を図ります。【実施時期】平
成１８年度末をめどに恵南リサイ
クルプラザを閉鎖し、平成１９年度
から恵那市リサイクルセンターへ
の統合を行います。
■火葬場の統廃合

【概要】えな斎苑とけいなん斎苑の
統廃合を検討して、管理運営経費
の効率化を図ります。【実施時期】
平成２１年度を目標に統廃合を検
討します。
■小中学校の統廃合

【概要】小中学校の統廃合につい
て、検討委員会を設置して検討を
進めます。【実施時期】平成１８年
度から検討します。
■交通災害共済事業の廃止

【概要】交通災害共済は民間に同等
の制度があるため廃止します。た
だし、これまで積み立ててきた基
金の活用方法について調整が必要
なため、よく検討します。【実施
時期】平成１９年度事業廃止を目標
に、平成１８年度中に調整します。

行動計画の実施事項

行 革 

経営と協働
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市
役
所
の
顔
で
あ
る
窓
口
や
さ
ま
ざ
ま

な
現
場
で
、
市
民
は
顧
客
で
あ
る
と
い
う

基
本
認
識
の
下
、
市
民
へ
の
接
客
方
法
を

民
間
か
ら
学
び
、
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

次
に
、「
市
民
を
無
駄
に
歩
か
せ
な
い
」
と

い
う
基
本
的
な
考
え
方
で
窓
口
業
務
を
集

中
し
、
市
民
が
訪
れ
や
す
く
、
分
か
り
や

い
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
現
在
、

各
種
届
出
や
証
明
書
の
交
付
の
多
く
が
、

市
役
所
一
階
と
第
二
庁
舎
一
階
、
第
三
庁

舎
に
点
在
し
て
お
り
、
市
民
が
各
庁
舎
間

を
往
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
で

す
。
こ
う
し
た
業
務
の
う
ち
、
集
中
で
き

る
部
分
を
同
じ
フ
ロ
ア
で
処
理
で
き
る
体

制
を
つ
く
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
近
年
の
社
会
構
造
の
変
化
に
よ

り
、
平
日
の
日
中
に
窓
口
に
来
る
こ
と
が

で
き
な
い
市
民
が
少
な
く
な
い
現
状
を
考

え
れ
ば
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
時
間
の
延
長
を

は
じ
め
と
す
る
窓
口
業
務
の
多
様
化
が
必

要
で
す
。

　

特
に
、
著
し
い
進
展
を
見
せ
て
い
る
情

報
処
理
技
術
や
、
情
報
通
信
技
術
の
恩
恵

を
最
大
限
活
用
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対

市
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

応
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
行
政
事
務

の
高
度
化
・
効
率
化
の
た
め
の
有
効
な
方

策
と
し
て
、
一
層
情
報
化
を
推
進
し
て
行

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
収
集
方
法
を
は
じ
め
、

合
併
後
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
未
調
整
の
ま

ま
推
移
し
て
い
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
も
、
早
急
に
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
統
一

し
、
公
平
性
を
欠
く
こ
と
の
な
い
サ
ー
ビ

ス
体
系
を
確
立
し
ま
す
。

　

市
民
か
ら
の
届
け
出
や
各
種
手
続
き
の

申
請
に
対
し
て
は
、
常
に
市
民
の
視
点
に

立
っ
た
事
務
手
続
き
に
心
掛
け
、
記
載
事

項
の
見
直
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

申
請
書
式
の
提
供
な
ど
手
続
き
の
簡
略

化
、
添
付
書
類
の
簡
素
化
を
目
指
し
、
市

民
の
負
担
の
軽
減
や
利
便
性
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

■定型手続きフローチャート（流
れ図）の掲示

【概要】出生、死亡、住居移転など
定型的な手続きについて、フロー
チャートを作成し、総合案内所に
掲示します。【実施時期】平成１８
年度から実施します。
■諸証明窓口の集約化

【概要】「市民を無駄に歩かせない」
をコンセプトに、集約可能な諸証
明業務を市役所１階フロアに集約
します。【実施目標】平成２２年度
末来庁者アンケートによる来庁者
の満足度８０�。
■窓口サービス時間の拡大

【概要】勤務時間の弾力的運用によ
り、窓口の時間拡大による効果が
期待できる部署については業務時
間を拡大します。【実施時期】平成
１８年度に対象窓口業務と延長時間
を検討した後、試行します。
■施設予約等の電子化

【概要】ＩＴの活用により、施設へ
出向かなくても用事を済ますこと
ができる手法を検討し、実施しま
す。【実施目標】平成２２年度末
ホームページから施設予約ができ
る施設数１０施設。
■各種申請書のインターネットダ
ウンロード環境整備

【概要】ホームページから各種申請
書をダウンロードできる環境を整
えます。【実施時期】平成１８年度
に点検を行い、平成１９年度から順
次ダウンロード環境を整えます。
■水道料金の統一

【概要】現在、上水道、簡易水道、
飲料水供給施設のそれぞれで料金
の格差が生じています。水道料金
の統一をできるだけ早く実施し、
水道料金の格差解消を行います。
【実施時期】平成１８年度に、料金
の格差解消方法を検討し、順次料
金を統一していきます。

■ごみ袋料金等の統一

【概要】旧恵那市地域と旧恵南地
域の可燃ごみ、不燃ごみ、資源
ごみの収集処理料金（ごみ袋料
金）などを速やかに統一し、格差
解消を行います。【実施時期】平
成１８年度に、料金の調整方法を
検討し、平成１９年度から統一料
金で収集処理を行います。
■ごみの収集方法の統一

【概要】現在、旧恵那市地域と旧
恵南地域では、ごみの収集回数
が違っています。また資源ごみ
の収集方法は、旧恵那市地域が
コンテナによるステーション方
式、旧恵南地域が指定袋による
ステーション方式という違いが
あります。収集の回数と方法を
統一し、サービス格差を解消し
ます。【実施時期】収集回数は、
平成１８年度から統一します。資
源ごみの収集方法は、平成１８年
度に収集方法を検討し、平成１９
年度から統一方法で行います。
・職場点検検討会の設置

・電子入札の実施

・申請書の押印・添付書類など

　の廃止

・権限移譲事務の受け入れ

・明るい玄関ロビーの確保

・市民に分かりやすい案内表示

　板の設置

・接客サービスの向上

行動計画の実施事項 ２

9　2006.2.1

　

合
併
前
の
各
自
治
体
で
は
、
い
わ
ゆ
る

年
功
序
列
型
の
人
事
管
理
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
年
功
序
列
型
の
人
事
管

理
だ
け
に
頼
る
こ
と
は
、
簡
素
で
効
率
的

な
組
織
を
目
指
す
上
で
、
大
き
な
弊
害
に

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
成
果
志
向

が
強
ま
っ
て
い
る
民
間

企
業
と
の
比
較
の
上
か

ら
も
、
職
務
上
の
実
績
・

能
力
・
態
度
を
重
視
し
た

 
人 
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を

①早
期
に
定
着
さ
せ
、
そ
の

結
果
を
任
用
（
昇
任
な

ど
）
や
給
与
（
昇
給
・
勤

勉
手
当
な
ど
へ
の
反
映
）

に
積
極
的
に
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

さ
ら
に
職
員
給
与
に
つ
い
て
は
、
昨
今

の
公
務
員
給
与
に
対
す
る
国
民
の
厳
し
い

見
方
や
、
市
の
予
算
規
模
の
抑
制
の
観
点

か
ら
も
、
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し

た
適
正
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
変
革
の
時
代
、
分
権
の
時
代
に

あ
っ
て
、
市
役
所
職
員
全
体
の
能
力
や
市

民
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
図

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
総
合
的

な 
人 
材
育
成
計
画
を
立
案
し
、
職
務
の
階

②
級
に
応
じ
た
職
員
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

変
革
の
時
代
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
と
組
織
改
革

　

変
革
の
時
代
、
地
方
分
権
の
時
代
に

あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
市
役
所
組
織
は
、

ま
ず
市
長
が
十
分
な
判
断
材
料
を
も
と

に
、
大
局
的
な
観
点
か
ら
的
確
な
判
断
を

行
い
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る

体
制
と
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
市

民
の
側
か
ら
言
え
ば
、
市
民
の
声
が
反
映

し
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
市
役
所
で
あ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
指
揮
命
令
系
統
と
責
任

の
所
在
が
は
っ
き
り
し
、
簡
素
で
効
率
的

な
組
織
と
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。
ま
た
少

子
化
対
策
や
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
地

域
振
興
、
危
機
管
理
な
ど
、
総
合
計
画
の

主
要
命
題
と
整
合
性
の
取
れ
た
組
織
体
制

に
し
て
い
き
ま
す
。

①人事評価システム＝職務を遂行する上での基本要素である業績、能力、態度を正しく評価することにより、職
員の能力開発と人材育成を図り、民主的で合理的な人事管理を行う仕組み。②人材育成計画＝組織にとって必要
な人材を計画的に育てる計画。

　直通便はがきでいただいた、行革に対
するご意見の一部を要約して紹介しま
す。
■職員数を減らすのは、何年も先にしな
いで１８年度中には行ってほしい。人数も
半分くらいに。市民のために働く、分か
りやすい課を作ってほしいです。（長島
町・女性）
■新恵那市においては、行財政改革は最
重要課題です。ことわざに「入るを量り
て出づるを為す」。今後の少子高齢化・成
熟社会に移行する上で、収入の増は望め
ません。支出の大胆な減額を実行してほ
しい。（大井町・男性）　
■私の思っていることがすべて文章化さ
れています。職員の公人としてのレベル
アップを望みます。そして必要なことと
不必要なことには、はっきりと私利私欲
を捨て、行動していただきたく思います。
そして私たち市民の意識を変えることも
大切です。（岩村町・女性）
■上矢作町は働く所もありません。過疎
のまちです。どうしたら発展していくか
市政で取り上げてください。大きなスー
パーもなく、買い物には他町へ出掛ける
始末です。ますます寂れるばかりです。
どの町村も同じような状態になるよう望
みます。お願いいたします。（上矢作町・
女性）
■大いに賛成です。次の意見を述べま
す。①隣の瑞浪市陶支所をみますと、職
員が２から３名で立派に対応され、支障
を来していない。明智の振興事務所は職
員数が多く、系統的に統率がとれていな
い。②旧各市町村施設が多く、従来通り
の考え方を一新する必要がある。（これ
は市民の意識を変えなくてはならない）
（明智町・男性）
■地域分権の時代に対応して、恵那市を
構成する１３地域を充実発展させることで
市全体が発展する。行政サービスを総合
的に展開できるよう、振興事務所を充実
（大井、長島町にも小学校単位に新設）す
る行政組織をつくること。同時にふさわ
しいスタッフをそろえること。（飯地町・
男性）　

行革 市民の意見

■組織改革

【概要】今後ますます進行する
人口減少社会（少子高齢化社
会）に対応し、効率的な行財政
運営を行うため、現行の組織
を基に、簡素で弾力的で、総合
計画の主要な課題に対して一
体的に取り組め、指揮命令系
統と責任の所在が明確で一体
感のある組織を目指し、定員
適正化計画に対応する組織を
構築します。【実施時期】平成
１８年度から随時改編します。
■人事評価の実施

【概要】人事評価の結果を給与・
手当・職員配置の基礎資料とし
て活用する制度を構築します。
【実施時期】平成１８年度から実
施します。
■職員給与の適正化

【概要】人事評価の結果を給与
に反映させて、給与の適正化
を行います。【実施時期】平成
１８年度から随時実施します。
・弾力的な組織内人事異動

・職員研修制度の充実

行動計画の実施事項

行 革 

経営と協働

３
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市
政
へ
の
市
民
参
画
、
ひ
い
て
は
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
そ

の
大
前
提
と
し
て
、
ま
ず
市
役
所
の
持
つ

行
財
政
や
ま
ち
づ
く
り
の
情
報
を
市
民
や

企
業
と
共
有
し
、
で
き
れ
ば
共
通
す
る
価

値
観
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
れ
は
単
な
る
情
報
公
開
で
は
な

く
、
政
策
の
過
程
や
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て

実
現
し
た
結
果
や
成
果
、
ま
た
克
服
す
べ

き
課
題
に
つ
い
て
、
市
役
所
自
ら
が
積
極

的
に
市
民
に
情
報
を
提
供
し
て
、
共
に
近

い
認
識
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。　

　

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
初
め
て
本
当
の
意

味
で
の
相
互
理
解
と 
パ 
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

①

が
生
ま
れ
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
第
一

歩
が
踏
み
出
せ
る
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
よ
り
一
層
、
市
民
の
立

場
に
立
っ
た
編
集
の
仕
方
に
改
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
広
報
活
動
や
情

報
発
信
、
情
報
提
供
の
窓
口
を
一
元
化

し
、
市
民
が
求
め
る
情
報
を
集
約
、
整
理

し
、
気
軽
に
入
手
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
を

つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
重
要
な
政
策
を
審
議
・
決
定
す

る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
民
に
原
案

を
公
表
し
た
り
、
審
議
機
関
の
委
員
に
公

募
委
員
を
導
入
し
た
り
し
て
、
市
民
の
意

見
を
求
め
る
こ
と
を
制
度
化
し
て
い
く
よ

う
努
め
ま
す
。

市
民
と
の
情
報
共
有
に
よ
る
市
民
参
画
の
促
進

　

こ
の
行
財
政
改
革
大
綱
で
は
、
協
働
と

い
う
概
念
を
、「
市
内
全
域
や
そ
の
一
部

の
地
域
で
、
市
民
の
参
画
す
る
多
様
な
主

体
が
、
地
域
が
必
要
と
す
る
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
協
力
し
て
行
う
状
態
」
と
と

ら
え
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
い
う
「
多
様
な
主
体
」
と
は
、

自
治
会
や
地
域
自
治
区
内
の
市
民
団
体
、

市
民
活
動
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
公
益
法
人
、

民
間
企
業
な
ど
、
市
民
が
参
画
す
る
、
ま

さ
に
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
こ
と
で
す
。
ま

た
、「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
協
力
し

て
行
う
」
と
は
、
市
民
団
体
が
、
単
に
市

役
所
か
ら
委
託
さ
れ
た
業
務
を
執
行
す
る

だ
け
で
な
く
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
目
的
を

共
有
し
て
相
互
に
連
携
・
分
担
し
て
行
え

る
関
係
を
考
え
ま
す
。

　

次
に
必
要
な
の
が
、
協
働
の
主
体
、
特

に
市
民
活
動
団
体
に
対
す
る
支
援
で
す
。

多
種
多
様
な
市
民
団
体
に
多
く
の
市
民
参

画
を
促
し
、
組
織
化
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
、
継
続

的
、
安
定
的
に
維
持
さ
れ
て
い
く
た
め
に

は
、
資
金
の
裏
付
け
や
、
活
動
の
場
の
確

保
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る
人
材
の
応
援

な
ど
、
活
動
の
基
盤
に
対
す
る
総
合
的
な

支
援
策
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
支
援
策

は
行
政
と
市
民
団
体
と
の
仲
立
ち
を
す
る

中
間
支
援
組
織
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援

を
強
化
し
、
そ
の
主
導
に
よ
り
実
施
す
る

の
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
は
協
働
に
よ
る

実
施
に
な
じ
む
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
シ
ス
テ
ム
の
確
立

①パートナーシップ＝上下や主従の関係でない対等な関係のことをいう。本市においては、多様な主体が、お互いの主体性や特性を尊重しながら、協力・連携し、より良いものを創り上げて
いくという「考え方」にまで広げて捉えることとする。

■各種委員会・審議会などへの公
募委員導入

【概要】各種委員会・審議会などの
委員に公募枠を設ける制度を構築
します。【実施時期】平成１８年度
から実施します。
■各種委員会・審議会などの審議

情報公開

【概要】各種委員会・審議会などの
会議や会議録の公開については、
会議の設置条例、規則、要綱など
により、一部実施されています。
今後は、さらに開かれた市政運営
を進めるため、会議の公開や会議
録を広報紙やホームページで公開
することを制度化します。【実施
時期】平成１８年度に制度内容を検
討し、１９年度から実施します。
■事業素案前からの市民参加方式
の検討

【概要】市が重要な政策を実施する
場合、あらかじめ原案を公表して
市民から意見を求め、それを考慮
して政策内容を決定すること（パ
ブリックコメント制度）の制度化
を検討します。制度化を通して、
説明責任の明確化や、統一的な手
続き方法の確立に取り組みます。
【実施時期】平成１９年度までに検
討・試行し、平成２０年度をめどに
実施します。
■地域懇談会の開催

【概要】市長が直接市民の声に耳を
傾け、市民と対話しながら施策展
開を図る方法として、地域懇談会
を開催します。【実施目標】平成２２
年度地域懇談会開催会場数１３会
場以上。
・情報提供・公開コーナーの充実

・広報、情報発信・提供担当課の

　一元化・広報紙の充実

・ホームページの充実

行動計画の実施事項 ４５
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●
大
綱
の
下
に
行
動
計
画

　

行
財
政
改
革
を
実
行
し
て
い
く
に
当

た
っ
て
、「
経
営
」
と
「
協
働
」
に
よ
る
自

治
体
経
営
の
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
の
６
つ
の
柱
に
つ
い
て
、

恵
那
市
行
財
政
改
革
大
綱
で
定
め
て
い
ま

す
。
ま
た
柱
ご
と
の
改
革
項
目
を
実
現
す

る
た
め
の
毎
年
の
具
体
的
な
取
り
組
み
事

項
に
つ
い
て
、
恵
那
市
行
財
政
改
革
行
動

計
画
を
定
め
、
一
体
の
計
画
体
系
と
し
ま

す
。●

前
半
２
年
で
集
中
改
革

　

恵
那
市
行
財
政
改
革
は
、
平
成　

年
度

１８

か
ら　

年
度
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
し

２２

ま
す
。
こ
の
大
綱
と
合
わ
せ
て
策
定
中
の

総
合
計
画
の
展
開
（
前
期
）
計
画
期
間
、

５
年
間
と
の
整
合
性
を
取
る
た
め
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
変
化
の
早
い
時
代
に
、

５
年
先
を
見
通
し
て
正
確
な
計
画
を
立
案

す
る
の
は
困
難
で
す
。
そ
こ
で
５
年
の
計

画
期
間
を
前
半
２

年
、
後
半
３
年
に
分

け
、
前
半
２
年
間
を

集
中
改
革
期
間
と

し
て
位
置
付
け
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
２
年
間
に
、

合
併
後
大
き
な
ま

ま
に
な
っ
て
い
る

財
政
規
模
や
公
共

施
設
数
、
市
役
所
の

職
員
数
な
ど
を
集

中
し
て
適
正
規
模

に
近
づ
け
る
努
力

を
し
ま
す
。
ま
た

新
し
い
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
担
い
手
と

し
て
想
定
さ
れ
る

市
民
活
動
団
体
や
地
域
自
治
区
内
の
ま
ち

づ
く
り
団
体
、
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

組
織
化
や
活
動
を
支
援
し
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
準
備
を
し
て
い
き
ま

す
。●

達
成
状
況
を
毎
年
公
表

　

５
年
間
の
計
画
期
間
中
、
実
施
事
項
の

達
成
状
況
の
確
認
を
毎
年
行
い
、「
広
報

え
な
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
公
表

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
改
革
に
対
す
る

ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
社
会
経
済
状

況
の
変
化
な
ど
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た

め
、
実
施
事
項
の
目
標
年
次
と
数
値
目
標

を
毎
年
見
直
し
、
進
行
管
理
を
行
い
ま

す
。

　

行
財
政
改
革
大
綱
・
行
動
計
画
の
全
容

は
、
恵
那
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
行
財

政
改
革
欄
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

の
が
あ
る
た
め
、
ど
う
い
う
サ
ー
ビ
ス
が

協
働
で
実
施
可
能
か
の
検
討
が
重
要
で

す
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
や
課
題
を
市

民
と
と
も
に
洗
い
出
し
、
そ
の
実
現
性
や
、

効
果
に
つ
い
て
合
致
し
た
も
の
か
ら
、
協

働
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
に
移
行
し
て
い
く
の

が
現
実
的
だ
と
考
え
ま
す
。

改
革
の
進
め
方
と
推
進
体
制

■「協働のまちづくりプラン」の策
定

【概要】まちづくり市民協会や地域
協議会などと連携し、協働のまち
づくりを総合的に進めるための基
本計画を策定します。【実施時期】
平成１８年度に策定します。
■市民活動の拠点整備と中間支援
機能の充実

【概要】市民活動の活性化を図るた
め、活動団体の相互交流・支援のた
めの拠点施設として、まちづくり
市民センター（仮称）を設けます。
また中間支援組織に対する支援を
強化し、協働のまちづくりを進め
るための環境整備を行います。【実
施時期】平成１８年度から拠点施設
の設置と、中間支援組織に対する
支援を強化します。
■地域自治区・地域まちづくり団体
の活動支援

【概要】市民活動のうち、地域自治
区内で活動するまちづくり団体や
そのほかの地域のまちづくり団体
に対し、各振興事務所を中心に活
動支援を行います。【実施目標】平
成２２年度市民アンケートによる市
民団体やＮＰＯなどの活動に対す
る満足度３０�。
・市民活動支援担当部署の強化

・まちづくり基金の強化と公益信

　託化の検討

行動計画の実施事項

□
問
い
合
わ
せ　

政
策
調
整
課
行
財
政

改
革
推
進
係
（
内
線
３
３
１
）

行 革 

経営と協働

計　画　の　期　間

→計　画　期　間←　

２２年度２１年度２０年度１９年度１８年度
←目標年度→←　集中改革期間　→


